
 

簗瀬地区 

Ⅰ 協議体の概要 

 会議名 福祉推進協議体 

 設置年月日 令和元年９月５日 開催頻度 ４回／年 

 構成団体（◎：事務局） 

 
○ 自 治 会 連 合 会 ○ まちづくり協議会 ◎ 民生委員児童委員協議会 ○ 地区社会福祉協議会  

 老人クラブ連合会 ◎ 福祉協力員連絡会  健康づくり推進員会  第２層生活支援コーディネーター  

 
○ 市社会福祉協議会 ○ 地域包括支援センター ○ その他（地域サポーター） 

 設置方式 

 
○ 新規設置  既存会議活用（           ）  地域ケア会議活用 

 設置要綱・会則等の有無 有 ・ 無 

 設置までの経緯 

 時期 内容 

 
平成２９年 

   ～３０年 

地域ケア会議（メンバー：単位自治会長，民児協，福祉協力員等） 

→ 地域包括ケアシステム，第２層協議体等について，単位自治会ごとに共通理解を

図り，地域の良いところや課題について意見交換を行った。 

 
平成３０年９月 

地域ケア会議（全体会）（メンバー：自治会連合会，単位自治会，民児協，福祉協力員連絡会，給食ボランティア等）

→ 他地区の取組事例を参考に，地域の支え合い活動について理解を深めた。 

 
令和 元年９月 連合自治会が中心となり，第２層協議体の設置について合意形成 

 
〃 第２層協議体設置 

 協議体における検討内容（協議体で取り組んできたこと，議論してきたこと） 

 
地域情報の共有， 

課題やニーズの把握について 

・ 各地域団体からの情報提供 

・ 各地域団体から得た情報をもとに，意見交換を行うことによ

り，地域の課題を把握 

 支え合い活動について 

（見守り活動，居場所づくり，生活支援ボランティア等）

・ 安心・安全情報キットの更新・運用方法の見直し 

・ 空き家等を活用した居場所づくりの検討 

 
その他 ・ 福祉協力員の増員の検討 

  



Ⅱ 取組事例 

 【安心・安全キットの再配付】 

�

 経 緯： 令和元年１０月 キットの配付対象者や優先順位について意見交換 

         １１月 自治会長・民生委員・福祉協力員が連携して配付を行うことで合意 

     令和２年 ２月 配付の際にキットの説明を一人ひとりに丁寧に行うことを確認 

         １１月 キットの配付を通して，見守り対象者の把握も検討 

※ 令和２年４月から配付を開始し，サロンの参加者にもその場で名簿に記入してもらうなど，対象

者拡大に努めている。 

 

 

 効果（検討中の場合は，期待する効果） 

 
 再配付し情報の更新等を行うことで，緊急時の適切な対応に繋がる。 

 

 【「地域に根差した」運営体制の構築】 
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Ⅲ 協議体を設置して，良かったこと 

各地域団体間での情報共有を通し，地域の課題を把握することができ，地域で高齢者が安心して暮らし続け

るための具体的な取組に向けた意見交換ができた。 

Ⅳ 今後の方向性 

・ 空き家等を活用した居場所づくりの検討 

・ 高齢者の居場所から発展させ，地域食堂や買い物のできる場所，避難所など，地域の人々が集まることが

できる場所にする。 

・ 若い世代を含めた福祉協力員及び地域サポーターの増員に向けた検討を行う。 

 

福祉協力員，民生委員，地域サ

ポーターなど，地域に根差した活

動を担い，地域情報に詳しいメン

バーが多く参加することで，地域

の最新の状況について情報共有し

ながら活動の方針を検討できる体

制としている。 




